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恒 例の 農業市が５月５日（ 子どもの日 ）

観 月 台 公園 で 催さ れ まし た 。国 見 町 商

工 会が 主 催し 今年で４５回を 迎え 、町 内

を は じ め 近隣 か ら 、 種苗 や 植 木を 買 い

求めるたくさんの 人たち で賑わいました。

舂 の 穏 や かな 陽 気 のも と 、 威 勢の い い

声も 飛 び交い まし た。
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国
見
町
議
会

臨
時
会

議
会
構
成
決
ま
る

議
長
に
佐
藤
忠
美
議
員

副
議
長
に
八

島

博
正

議
貝
を
選
出

議会運営委員長に

室井精一議員

議会巡営 委員 会の構

成は 次の とおりで す。

議会運営委員会

室井　梢一 委 員 長

佐久IJlj蛸11」副委員長

斎藤　政之 委　　 員I

瑪橋　Ｑ,;;委　 貝

佐藤 宿了 委　 貝

佐藤忠 美議長八島博正副議長

総　　　　　務
常 任 委 員 会

斎藤政之委員長

鈴木　 光副委員長

玉手昭巾委員

村上晴夫委員

古田 貞 男委員

八 島 博 正副 議長i

産　業　建　設
常 任 委 員 会

髙橋豊壽委員長

佐久間靖明副委員長

室井精- 委員

浅野富男委員

佐藤一也委員

渋 谷福 巾委員

文　教　厚　生
常 任 委 員 会

佐藤富f 委員長

束海林 一樹副委員長

志村 良 男委員

阿 部泰藏 委員

渡辺 勝弘 委員

佐藤忠美諺長



国
見
町
議
会
改
選
後
、
初
め
て
と
な
る
臨
時
議
会
が
五
月
六
日
開
催
さ
れ
、

新
た
な
議
会
組
織
・
構
成
が
決
定
し
ま
し
た
。

正
副
議
長
選
出
は
選
挙
で
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
議
長
に
佐
藤
忠
美
議
Ｕ

、

副
議
長
に
八
島
博
正
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
各
常
任
委
Ｕ
会
委
員
が

議
艮
指
名
に
よ
り
選
任
さ
れ
、
そ
の
後
互
選
に
よ
り
卍
副
委
員
災
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
今
後
四
年
間
町
民
の
代
表
と
し
て
、
町
最
高
議
決
機
関

で
あ
る
議
会
の
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。
（
構
成
内
容
は
次
貞
の
と
お
り
）

佐
藤
忠
美
議
艮
は
就
任
あ
い
さ
つ
で
、
「
議
会
運
営
は
不
偏
不

党
、
公
嘔
無

私
で
臨
み
、
会
議
は
論
議
を
尽
く
し
、
町
民
の
付
託
に
応
え
る
べ
く
誠
心
誠
意

全
力
で
臨
み
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

（
国
見
町
議
会
一
般
選
挙
）

岡
見
町
議
会
議
ｎ

一
般
選
挙
は
四
月
ニ
ト
じ
日

に
投
票
が
行
わ

れ
、
即
日
開
票
の
結
果
、
ｔ

八
名
の
新
た
な
町
議
会
議
ｎ

が
艇
生

し
ま
し
た
。

任
期
満
了
に
と
も
な
う
町

議
会
議
員
選
挙
は
四
月
二
十

こ
日
告
示
。
定
員
十
八
名
に

対
し
ニ
ト
人
が
‥貳
候
袖
し
、

現
職
卜
二
名
、
元
職
一
名
、

新
人
瓦
名
の
計
卜
八
名
が
当

選
し
ま
し
た
。

町
選
挙
管
理
委
ｎ

会
に
よ

る
と
、
投
票
率
は
八
。瓦
・
九

。瓦
％

で
、
四
年
前
の
前
回
を

約
一
・
ニ
ボ
イ
ン
ト
Ｌ

回
り

ま
し
た
。
得
票
数
及
び
投
票

率
は
次
の
と
お
り
で
す
。

議
長
に
選
出
さ
れ
、
就
任
の
あ

い
さ

つ
を
述
べ
る
佐
藤
忠
美
諺
長

各組合議会議員

町選任委員 議 会 関 連

確　定　得　票 I敬称略

国兒町選挙竹理剔1 会皃λ

投票状況 j11終確定

組合名 議員名

公　，71藤 川 病 眺 組 介
佐藤忠 廴 バ島博齔 室井精- ．

斎藤政之、佐丿泌- 皀、渋谷福叭

国　 Ｑ　 町　 梁　 川　 町

人　 枝　 小　 学　 皎　 組　 ａ

心付良ﾘl、佐藤富r･、朿海林 一樹．

阿部泰藏、渡辺勝弘

伊 達 地 方 衛 生 処 川 糾 介 鈴 木　咒、占lll貞ﾘj

伊 辻 地 方 消 防 組 介 商鳩豊,叭 俳久問竡明

福島 地 方広 峨 行政‘μ務 糾 介
一

福鳥地方水道川 水供給 企業川

仇藤忠叉、八島叫IIﾐ

仇藤忠災

監　　　 ４　　　 磊　　　ａ
一

渇 水対 策 施 設 財産 管川 委ほ

山 長 斤 斤 僥 財 産 竹 川 友ｎ

卜口jllli人

占川ａﾘj　浅野常呪　泌 谷福屯

仇藤忠笂

仇峨;･;l j'.

|･･I兒 町 農 業 湊 ｎ 会 湊ｎ
-

高撓豊j;

氏　　名 得以数 所属等 当選回数

叭 高 林　一同 陷 ｝ ， 無兀 ２
= ■ｌ渋 谷 柚･Ty M4 無新

佐 藤 忠　X1 11　5割 無現 ９

占 川 貞 りj 474 無釿 ｜

高 橋 り．壽 459
-
428

無現 ３

H　lll 吶　人 熊新
-

岡 部 泰 藏 厦r7
-

:必)6

無新
一一一
無現佐 藤;･;1　r･ ９－

斎 藤 政 之 3江2 無現 ２

心 村 良ﾘj 385 無現 ４
lﾐ Ｆ 昭ilj

－ 一一 一
八 ぶ5 1t9 ，11

382 照税 ９

一一 ７

377 無脱

室 川 精　・ ，3G7 照現 ４

浅 野 富 リド　: 四 挂産現 ２

渡 辺| 倦 弘 B9
-

327

無听 １

佐 久 問 靖 叫 無礙 ２
--
２ぴ1　11　・ 皀 292

2{;2

無現
鈴 木　　 光

一 一　 一 一
無現 ３

投 状I ぺ ｲf権行数 俳票総数 投票本

藤　　 川
一 一
小　　 収

4.634 3.872 83.56

】靆 80 l,0 09 85.5 ｰ

森 汪 野 1,553 1,353
一一

l, ( 3

87 ｣ 2

人 木 戸 l.  ー04
-

596

91.76

人　　 枝 546
9  凵 ﾖ

一 一一

5 9
-

八　　　 １ ・１ １　　 ，ｊ
Ｓ

－　-
9.067

一 一一
7.793



勲
六
等
瑞
宝
章
に
輝
く

叙
勲
の
栄
誉

近
野
　

富
多
さ
ん

元
国
見
町
消
防
団
分
団
災
、

近
野
宿
多
さ
ん
（
第
三
）
が
勲

六
等
瑞
宝
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

五
月

八
日
東
京
に
お
い
て
、
勲

章
と
勲
記
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

近
野
さ
ん
は
昭
和
二
十
八
年
1
.

一
月
森
江
野
村
消
防
団
貝
と

な
り
平
成
八
年
三
月
に
退
団
す

る
ま
で
四
十
二
年
余
の
永
き
に

わ
た
り
、
国
兄
町
消
防
団
員
と

し
て
消
防
防
災
活
動
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。
近
野
さ
ん
は
支
え

て
く
れ
た
み
ん
な
の
お
か
げ
と

述
べ
、
「
昭
和
六
十
一
年
の
八
・

五
水
害
が
思
い
出
深
く
、
水
の

恐
ろ
し
さ
と
、
防
災
活
助
の
重

要
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
」
と
扱

り
返
り
ま
す
。

近
野
さ
ん
の
円
満
に
し
て
貞

任
感
強
い
人
柄
は
多
く
の
人
が

知
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
在
町

内
会
長
を
務
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。

各
種
団
体
で
　

総
会
開
催

町
と
住
民
の
パ
イ
プ
役

四
月
は
町
内
会
長
さ
ん
を
は

じ
め
各
種
団
体
の
総
会
、
役
員

の
改
選
期
で
新
た
な
役
員
が
決

ま
り
ま
し
た
。
各
役
員
の
方
に

は
、
町
と
の
連
絡
調
整
を
は
じ

め
、
町
民
み
な
さ
ま
の
パ
イ
プ

役
と
し
て
。
極
め
て
重
要
な
役

割
を
担
っ
て

い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

各
種
団
体
の
会
長
・
副
会
長

敬
称
略
（
　

）
は
町
内
会
名

◇
町
内
会
長
連
絡
協
議
会

会

長

斎
藤

μ
助
（
町

東
）

副
会
災

宍
戸

文
唹
（
節
　
．
）

◇
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

会

長

八
島
新
太
郎
（
山
崎
北
）

剛
会
艮

佐
藤

光
康
（
川

内
）

◇
生
活
環
境
推
進
員
協
議
会

会

艮

高
橋

芳
男
（
本

町
）

副
会
艮

井
砂

両
榮
（
北

郎
）

◇
健
康
推
進
員
協
謫
会

会

長

佐
藤

和
ｒ
（
板

鳩
）

剛
公
艮

人
東
　

光
（
大

坂
）

副
会
艮

葡
地
カ
ネ
ヨ
（
第
卜
こ

◇
統
計
調
査
員
協
議
会

会

艮

仲
野
刈
一
郎
（
泉
川
巾
）

剛
会
艮

武
剛
　

’`
（
第

．二
）

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
に

大
津
　

義

隆
さ
ん

四
月
四
日
、
国
見
町
選
挙
管

理
委
貝
会
が
開
催
さ
れ
、
委
員

長
に
大
津
義
隆
さ
ん
、
同
職
務

代
理
者
に
佐
藤
豊
蔵
さ
ん
が
逸

出
さ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
選
挙
竹
理
委
員
会
の

組
織
体
制
の
も
と
、
四
月
の
統

一
地
方
選
挙
で
あ
る
県
議
会
議

貝
選
挙
、
町
議
会
議
員
選
挙
の

適
正

な
執

行

に
努

め
ら

れ
ま

し

た
。新

選

挙
管

理
委

員
会

の
方

々

は
次

の
と

お

り
で

す
。

委
　

貝
　

長
　

大

津
　

義
隆

職
務

代
理

者
　

佐

藤
　

豊
蔵

委
　
　
　

員
　

佐

久
間

幸
雄

委
　
　
　

員
　

玉

手
　

正

平

補
　

充
　

員
　

高

橋
　

勝
美

補
　

充
　

員
　

小
野
　

光
一

補
　

充
　

員
　

宮

本
　
　

言

袖
　

充
　

員
　

遠
藤
　
　

剛

（
前
委
員
長
佐
久
川
幸
雄
様

は
五

月
五
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
ご
冥

福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
Ｊ

大津義隆
選挙管理委員長

4年
連続 総務省から
財政健全団体の指定
財政状況が健全な団体については､起債の

許可手続 きが 一部軽減さ ますが､総務省で定

めた健全団体の基準に､４年辿 続し 国見町が

該当することとなり ました。

自 治体の財政状況を示すものに､経 常収 支

比率と起債制限比率があ りますが､当町の場

合どちらの条件も満たしているこ とから､財

政 の健全性が確 保されている団 体と認めら

れたものです。

これ まで国見町では､計画的 かつ 効率的な

財政巡営に努め､補助など有利 な事業 を選別

し､さらにコスト 意識のも と経 費節減 に取り

組んで きました｡町の借入金である起 債につ

いても同様に､交付税で の助成措 置がある 事

業 を優先し、

さらに繰上げ

償還な ど、財

政 健全化に 努

める とともに

行政の効率化

に 努めており

ます。

財政の健全化が
確保さ れている団体

�起債制限　比串�経常収支
比串

総蒭省璽 準指 戳�1 .未満�75％未満

平成14年度国見孵括数�5.1 % �74 ℃ %

平成13年度国見町指戳�5.6 % �.6  %
平成12年度国晁啣指散�7.0％ �73.a％

平成11年度国見町指数�9. �71 . 1 %
国見匐の指数は該当年度の前年決算数値を記峨



市町村合併
地域の将来、国見町の未来を

いつしょに考えましょう

町
村
合
併
に
つ
い
て
伊
達
郡
内
に
お
い

て
も
活
発
な
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
町
に
お
い
て

も
、
謡
会
と
共
催
に
よ
り

各
種
団
体
の
代
表
者
お
よ
び
地
区
懇
談
会

を
終
え
、
現
在
、
ａ

業
団
体
関
係
者
・
商

工

業
者
団
体
関

係
者
・
女
性
団
体
関
係
者

と
の
懇
談
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

五
月
二
十
三
口
の
女
性
団
体
関
係
者
と

の
懇
談
会
を
最
後
に
。
議
会
全
貝
協
議
会

を
経
て
、
六
月
四
日
に
予
定
さ
れ
て

い
る

「
伊
達
地
方
合
併
問
題
協
議
会
」
に
臨
む

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
同
協
議
会
で
は
各

町
の
考
え
が
明

ら
か
に
さ
れ
、
合
併

に
つ

い
て
の
検
討
が
す
す
め
ら

れ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
国
見
町
の
未
来
を
考
え

る
う
え
で
の
大
き
な
課
題
と
な
る
、
将
来

人
口
（
推
計
）
と
財
政
状
況
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

国 旦 酊 の 財 政 状 況

淨成12年度～15年度 一般会計当初予算額の推移

（　　 ）は刔前年喋増滅頷（単位：千円）

年　 度 平厩12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 聘置と15年
麈との比轣

鑞
入

町　 税 932,680
927 ﾖ

に 5.5 )

895.537

△ 31.59 ﾘ

851､150
､ 44. 刀

△田 .58

地方交付税 2397 ,
2. 5 ､

に 2 , 〕}

lj30,000

汕a〕5 }

1 .560.

{ﾑ270,Cxl)}
ム637,0(X)

廬入鳶出合計観 4710 ℃
4.610

に 12 〕}

4520

･μ90CX)o}

4470

･μ50(X)O}
△ 240.〕

鑞
出

義務的経費

【人件費､柱肋胄
公●剛

1  刀 3.12
 ー676.870

汕36254｝

3214
μ9a651

1 .4 刀 . 5

jiﾑ1279 )
△241,189

うち人件費 997.018
9.478

汕37,540｝

9 ､ 7

4 3527 場

932. 4

g心61948,，
△ 図 .2 図

国見町の人口（推計）

【　 】は榻威比率（単位：人）

�総人口�
年少人口�竸年魴1 � 老年人口

��o～14　置�15～64　
歳 �65

孅
以上 �-

齔頏r7S･ln

axx3(平成15年)
２月１日現在 �11026�k453 �67 �2

創９�L310
��い 32 %】�【6L3 �【256 �【11j%]

即0(平成岔年)�9,906�
凵 50�59  旧�2.  8 �1.4

��【116%】�【597  %】�【28.哺 �[14.7%]

笵XI(平成32年)�& 431�889 �4457 �3.  5 �|.541
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〈資料出典〉ａxx3年現在‥-柵島県現住人口調査
2010～2{xx}年…叫日本親計協会刊行｢市町村の将来人口｣より

著しい少子高齢化
生産年齢層の激減

○　 上の衣は７年後j7 年後｡27年後の国見町人口

を年齢区分紅に推計したものです。

ｏ　ｘ7年後の総人口は｡ 現在より約４割減少すると

見込まれ7 , 沿人を割ると推計されてい ます。

○　人口構成においては、礼会活動の什格となる15

歳から64歳までの 生鹿年船人目は､ 現在の6.7

人から2a30年には3.  5 人と約 半分になると 見込

まれ､14歳 までの年少人口においても1,4 人から
嘔分以ドの６５８人となり、老年人(|は2020年をピー

クに横ばい､75歳以 上の後期鳥齢化人口は3割増のl,

 引 4人となります｡ａ)30年の榊成比 を瑠的に表す

と、町令人口の約1剛がｆ供。半分が生産年齢層｡

４剛が鳥齢者となり、さらに４人に｜人は75歳以1;

の高齢者となります。年少人口。生産年齢人口の

減少が大きく、著しい少ｆ 高齢化の進行が伺えま

す。

ｏ　 町において少子高齢化の進行は、医療・介護

などの福祉経費の増加、さらに生産年齢人口の減

少は生産力を半減し、税金や保険料などが大きく

落ち込み、これまでのような行財政基盤の継続 が

困難な状態に陥ることが想定されます。

○　これらのことは国兄町に限ったことではあり

ませんが、国見町の将来を展望するにはあまりに

も人きな課題といえます。

厳
し
い
財
政
状
況

地
方
交
付
税
、
町
税
の
大
幅

減

平
成
十

二
年
度
か
ら
十
五
年
度
ま
で
の

過

去
四
年
問
の
国
見
町
一
般
会
計
当
初
予

算
額
の
推
移
を
表
し
た
も
の
が
上
の
表
で

す
。
町

の
歳
入
の
大
宗
を
な
す
町
税
、
地

方
交
付
税
。
そ
し
て
歳
出
の
う
ち
人
件
費

等
の
義
務
的
経
費
を
抜
き
出
し
て
み
ま
し

た
。町

税
で
は
景
気
の
低
迷
に
加
え
、
商
齢

化
の
進
行
な
ど
納
税
者
の
減
少
に
よ
り
、

こ
の
四
年
問
で
約
一
割
近

い
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。
地
方
交
付
税
に
お

い
て
も
国
の

税
収
落
ち
込
み
に
よ
る
財
源
不
足
等
か
ら
、

臨
時
財
政
特
例
債
（
起
債
）
へ
の
振
り
分

け
、
更
に
段
階
補
正
の
引
き
下
げ
に
よ
り
、

当
町
の
交
付
額
は
六
億
円
を
越
す
減
と
な

っ
て
い
ま
す
。
と
も
に
今
後
も
、
更
に
減

少
が
続
く
も
の
と
想
定
さ
れ
ま
す
。

歳
出
で
は
、
退
職
職
員
の
不
補
充
や
起

債
の
繰
上
げ
償
還
な
ど
に
よ
り
人
件
費
。

公
債
費
の
縮
減
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
一

方
、
高
齢
化
の
進
展
に
伴
う
福
祉
関
連
の

支
出
と
な
る
扶
助
費
に
お
い
て
益
々
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

平
成
十
五
年
度
の
町
税
、
八
億
五
千
百

万

円
。
人
件
費
九
億
五
千
二
百
万
円
と
町

税
で
人
件
費
さ
え
ま
か
な
え
な
い
状
況
に

お
い
て
は
、
建
設
小
業
や
町
独
自
の
施
策

の
切
り
詰
め
を
は
じ
め
、
さ
ら
な
る
歳
出

抑
制
が
求
め
ら
れ
、
財
政
而
か
ら
も
将
来

の
厳
し
い
状
況
が
う
か
が
え
ま
す
。



国
土
調
査
事
業

調
査
地
区
は
鳥
取
第
２
・
内
谷
第
２
地
区

今
年
度
の
国
上
調
査
は
、
鳥

取
・
内
谷
地
区
の
山
間
部
、
調

査
予
定
面
積

丁

三
一
平
方
㎞

を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
現
地
を
一
筆

毎
に
調
査
・
測
叺
す
る
こ
と
に

よ
り
、
所
有
者
や
地
目
、
而
積

及
び
境
界
な
ど
を
明
確
に
す
る

も
の
で
す
。
現
在
使
川
さ
れ
て

い
る
登
記
簿
や
字
限
図
は
、
明

治
初
め
に
作
成
さ
れ
た
も
の
を

基
本
と
し
て
い
る
た
め
、
実
際

の
七
地
の
状
況
と
合
わ
な
く
な

っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
こ
の
調

査
に
よ
り
上
地
登
記
簿
や
字
限

図
が
実
際
の
上
地
に
即
し
た
正

確
な
も
の
と
な
り
、
皆
さ
ん
の

権
利
の
保
護
や
新
し

い
町
づ
く

り
に
、
又
は
災
害
時
の
復
旧
な

ど
に
役
立
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
見
町
の
国
七
調
査
は
、
昭

和
六
ｔ
二
年
度
か
ら
行
わ
れ
、

平
成
十
四
年
度
ま
で
に
調
査
面

積
は
二
三
・
八
七
平
方
㎞
で
、

立
記
完
了
而
禎
は
二
〇
・
一
〇

ｆ
方
㎞
と
な
り
ま
す
。

調
介
で
は
地
権
者
の
方
の
立

会
い
を
も
と
に
、
地
区
の
国
上

調
査
推
進
委
員
の
協
力
を
い
た

だ
き
央
施
い
た
し
ま
す
。
そ
の

後
測
峨
調
査
に
よ
り
翌
年
度
に

は
地
籍
図
・
地
籍
簿
を
作
成
し

、

み
な
さ
ん
に
閲
覧
頂
き
水
認
を

受
け
ま
す
。
国
県
の
認
証
を
受

け
た
後
、
登
記
予
続
き
を
進
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

平

成
一
”
年

度

調
査
予
定
地
区

網かけは字の一郎の実施です。調査予定学名

大宇内谷 谷地入 花舘 山越 場佐内 清上

東 束脇 舘脇 鶴巻田 岩下 三角田

大字鳥取　大石ヶ平　小幡　楮ヶ作

股根ヶ窪　猿子沢　柿山沢　雷神平

アケビ 森　下鈍平　上鈍平　大窪堰上　大窪

大猪沢 水無 堰下　峠下

お 願 い

境
界

確

認

の
時

に

打
ち

込

ん

だ
杭

な

ど

は
、

絶

対
に

抜

か

な
い

で

く

だ
さ

い

。
測

量

が
で

き

な

く
な

っ

た

り
、

誤

っ
た

登

記

の
原

因

に
な

っ

た

り
し

ま

す

。
ま

た

、
再

度

、
確

認

の

立
会

い

な

ど
を
し

て

い

た
だ

く
こ

と
に

な
り

ま

す
。

（
杭
の
復
元
は

抜
い

た
方
で
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
）

平

成
十
五
年
度

国
土
調
査
推
進
委
員

敬
称
略

山
川

秋
男

○
佐
藤

政

．

鴨
1
1
1
　
恭
一
　
　

熊
坂

文
夫

佐
藤

秀
男
　

横
山

庄
巾

高
原

良
一
　
　

鴨
Ⅲ

文
男

高
橋

豊
壽
　

高
原
　
長
占

遠
藤

仁
一
　
　

林

初

男

遠
藤

喜
市
　

佐
藤

洋
一

本
田

清
吉
　

鳥
橋

照
治

高
橋
　
昭
一
　
　

後
藤
與
志
男

高
橋

勝
彦
　

後
藤
　

ｉ

高
野
伊
勢
男
　

軒
生

富
男

菅
野

義
人
　

鴨
川

清
一

赤
坂
　
亘
祥
　

熊
坂
　

卍

笹
木
　

弘
　

菅
野
　

叭

熊
坂
吉
兵
術
　

竹
野
　

堅

○
会
長
○
剛
会
長

問
い
合
わ
せ

企
画
財
政
課
国
上
訓
査
グ
ル

ー
プ
　
ｇ
（
５
８
５
）
2
9
6
7



僕
た
ち
の
山
を
汚
さ
な
い
で

大
木

戸
小

あ

つ
か

し
ハ

イ
ク

４
月
2
8
日

大

木
戸

小
学

校
で

は

恒
例

の

あ
つ

か
し
（

イ

ク

を

行

い

。
初
夏

を

お
も

わ
せ

る

陽

射

し
の

中

、
阿

津
賀

志
山

に

登

り

ま
し

た

。
折

り
し

も
藤

………
小

学

校
で

も

「
あ

つ

か
し
登

山

」

を
実

施
し

て

お
り

、
山
頂

で

は

両
校
そ
ろ
っ
て
美
味
し
く
弁
当

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

楽
し
い
ひ

と
時
を
過
し
山
を

下
り
始
め
る
と
、
先
生
の
号
令

で
大
木
戸
小
の
児
童
た
ち
は
手

袋
を
し
、
ご
み
袋
を
出
し
、
山

逆
に
捨
て
ら
れ
た
ご
み
拾
い
を

は
じ
め
ま
す
。

阿
津
貿
志
山
は
町
の
シ
ン
ボ

ル
。
特
に
山
裾
に
位
置
す
る
、

人
木

戸
小
児

童

に
と
っ
て
、

日
々
の
生
活
を
み
つ
め
、
成
長

を
見
守
っ
て
く
れ
る
山
で
す
。

児
収
た
ち
は
侠
た
ち
の
私
た
ち

の
山
を
き
れ

い
に
と
、
空
缶
や

吸
殻
な
ど
投
げ
拾
て
ら
れ
た
ゴ

ミ
を
拾
い
集
め
ま
し
た
。

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業

平
成
1
4年
の
実
施
状
況

耕
作
条
件
が
不
利
な
中
山
問

地
城
等
に
お
い
て
、
ａ

業
を
続

け
る
こ
と
に
よ
り
股
地
を
保
全

し
、
多
而
的
機
能
を
確
保
し
て

い
く
た
め
の
、
中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
丿
業
が
ｆ

成
卜
二
年

度
よ
り
実
施
さ
れ
ご

二
年
が
経

過
し
ま
し
た
。

中

山
同

地
域

で

は
、

平
地

に

比

べ

て
耕

作
が

困

難
な

こ
と

か

ら
、

耕
作

さ

れ
な

い
農
地

が

増

え
て

お
り

ま

す
。

そ
の

た
め

、

耕

作

放
棄

を
防

ぎ

、
中

山
間

地

域
の
ａ

地

の

持

つ
機
能

（
洪

水

や

土

砂

崩
れ

な
ど

の
災

害
防

止

の
保

水
機

能
や

、

美
し

い

景
観

の
提

供

な
ど

）
を

活
川

す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て

、
こ

の
制

度

が

創
ら

れ
ま
し

た
。

町

と

集
落

が

瓦
年
間

の
集

落

協
定

を

結
び

。
共

同
活

動

等
を

行

う
こ

と
に
よ

り

交
付

金

を
支

払

う
も

の
で

、
ａ

業
生

産
活

動

、

多
目

的

機
能

の
増

進
活

動

、
生

産
性

・
収
益

の
向

上

、
担

い
不

の
定

丿

促
進

等
の

計
画

を

霆
て

実
施

し

て

い
ま
す

。

平
成

卜
四

年
度

も
引

き

続
き

六
地

区

、
面

秘
は

こ
（

・

二
七

に沺
に

お
い
て

実
施

さ

れ
ま
し

た
。

交
付

金

は
集

落
活

助
や

農

道
・

水
路

の

維
持

管
理

な

ど
の
共

同

活

動
経

費
に

半

分
以
Ｌ

を

充
て

る

と
と

も
に

、
農

家

に
対
し

て

も
支

払

わ
れ

ま
し

た
。

雇用保険制度が変わります

求職者の方の早期再就職を図るとともに、雇用保険

制度の安定的な運営を確保するための雇用侃険法の改
正法が５月I E3から施行されることとなりました。
1･基本手当の給付率、上限額等が変わります。

基本手当の給付率が50％～80％に変わります。

暴本手当日額の上減額が変わります。
60歳時の緕金日額による算定特例が廃止されます。

２多様な早期就業を促進します。
基本手当の支給残日散を３分の１以上残して常用雇

用以外の早期就業をした方に対し て、基本手当日額
の30％を支給します。

3｡基本手当の所定給付日散が変わります。[法改正後の
所定給付日散1

7　 特定受給資格者(倒産､解履等離暇を余儀なくさ

れた者)の鳩合

１年未満
１年以上
５年未満

５年以上
1吽 未溝

10年
以上

a}年末涓
29年
以上

蔔歳禾渦

l)日

5X)日 120日 1册日

匐巖以上45臘ま渦
l)日 la)日

210日 240日

｜諡a 2蔔日 271〕日

45癬豈卜a〕歳末満 1即日 240日 ａ)日 沺日

圀痩以上6S歳末涓 |闔日 la)日 210日 2匐日

全 年 齢 l)日 既ﾖ 120日 19〕日

祐定受給資格者以外の場合

上記のほか，教育釧練結付の給付宰，上限翻等。お
よび高年齢雇用継続給付の給付宰智が変更されてい

ます。また，保険料率は平成16年度まで現行の1.4 %

に据国きます。
詳細はお閤い合わせください。
r問い合せ先 福島労働局職業安定課7?28－a254htt

ｐ://ｗｗｗ.fukushimaroudoukyoku. ｇ０.jｐ

協定集落名 参加番散 置用地区分 尼 面 積 又付金(千円) 酒　　　 要

鳥取山田 9名 愈傾（田）
2.

479 交付金 剿 1 ふ

10a当たりの単価

急傾斜地【急傾】

田21.(XX}円

畑11.5{X3円

緩傾斜地【纏傾】

田8.CXX)円

畑3.5(X)円

鳥取下笊内 a名 急傾（畑） 1,34 154

鳥取沼田 6名 急傾（田） 1,52 319

内谷漓上 4名 急傾（田） 1,23 258

貝田中江 23名 急傾（田） 6.99 1 .

貝田新田 7名
愈傾（畑〉 1,(汨 124

纏価（畑） 1,83 64

6集落 57名 旧 27 2.



５
月
の
グ
ラ
ビ
ア

た
や
す
ま
い

内
谷
太
々
神
楽
奉
納

内

谷
春
日

神
社
例
大

祭
は
４

月
2
0

日
に

行
わ
れ
、
町
指
定
民
俗
無
形

文
化

財
に
指

定
さ
れ
て
い

る
太
々
神

楽
が

奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
神
楽
殿
に
お
い
て

内

谷
太
々

神
楽
保

存
会
（
片
平

達
男

会
長
）
に
よ

る
1
2座
が
上

演
さ

れ
ま

し
た
。
1
3名
の
楽
人
と
と
も
に
。
小
坂

小
学
校
の
児

重
は

春
休
み
返
上
で

伝

統
も
舞
を
継
承
、
「
白
杖
の
舞
」
な
ど

８

座
を
披
露
、
伝
統
の
舞
に
新
た
な
息

吹
を
吹
き
込
み

ま
し
た
。

25名の小坂小児童が８座 を披露

献血協力者を表彰

４ 月30 日 に国 見 网 献 血 推 進 協 議 会 総 会 が 開 催さ

れ 。席 上 でこ れ ま で 献 血 に ご 協 力 い た だ い た方 々

が表 彰 さ れ まし た 。 表 彰 者 は 次 の と お り で す 。

【個人】･100回Ｕ 上，阿囲洋一さ ん　･1130回以上,l･佐藤光男

さん 佐 藤長一さん （10回以上1･宍戸孝司さ ん 松涌潤jl

さん 東淘林八重子さん 佐久間澗一さん 武田武彦さん

伊 藤祐司さん 武田之利さん 山田定子さ ん 石澤屑さ

ん 八島章さん

【団 体】 八巻石材工 業㈱国見 工場 国 見製東㈱ ㈱大岩

機器工笑所国見事業所

介
護
慰
労
金
贈
呈
式

「介護 者慰労金 贈呈式」が4 月30日

行われ 、39名へ贈 呈されまし た。重

度の介護 が必要な 方を 、自宅でお 世

話する家族の 労をねぎらい 、支援 す

るために開 催さ れたもので す。冨 永

町長 から励 ましの 言葉が添えられ 慰

労金が手渡されまし た。

また 、在宅で介 護を受け ている 方

を支援するための 、「介護 見舞金」は

民生児童委員の方を介し 、269名の 方

に贈られまし た。

土
曜
学
校
開
校

学校週 ５日制に対応し 。保護者を中 心に

土曜日の哥意義な活用を目指し た土曜学 校

が 。藤田小学校と小坂小学校 で開校し まし

た。参加者は 藤田 小27名 。小 坂小24名 で 、

毎月第 １・３土曜日､ 午荊９畤から２時間開

設されま す。児童たちは開 校式 後早速 教室

に入り 、ドリルに取り組みまし た。

春爛漫

花の舞

不
二

浪
流
日
本
舞
踊
教
室
の

発
表
会
「
春
爛
漫
　

花
の
舞
」

が
４

月
６
日

観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。
国
見

教
室
を
は
じ
め
県
北
地
区
・
白

石
か
ら
不
二

浪
京
弥
さ
ん
門
下

の
７

歳
か
ら
8
5
歳
ま
で
約
4
0名

が
、
歌

謡
、
民

謡
、
小
唄

な
ど

に

あ
わ
せ
て
華
麗
な
舞

を
披
露
し

ま
し
た
。

７
日

に
は
不
二
浪

京
弥
さ
ん

や

秦
美

子
さ
ん

ら

が

、
冨

永
町

長

を

肪

ね
、
会

場
で
行

わ
れ
た

社
会
福

祉
チ
ャ

リ

テ
ィ

ー
募
金

を
届
け

ま
し
た
。



富士 見 橋　和平橋

完成を祝い 渡り初め

．ｔ

成

卜

二
年
度

か

ら
緊
急

地

方

逆
整

備
傴

業
と

し
て

改
修

を

進

め
て

き

た
、
川
内

地
区

の
「
富

士

見
橋

」
と
徳

汪
南

部
地
μ
「
和

ず
橋
」

の

波
り

初
め

が
、

四
月

卜
三
日

に

そ
ろ

っ
て

開
催

さ

れ
、

各

地
区

の

イ
．代

夫
婦

を
先

頭

に
、

関
係

行
が

徒
橋

し

、
完

成
を

祝

い
ま

し

た
．

富
Ｌ

見

橋

は
、

町

お
よ
び

国

上

交

通

省

に

よ

り

阿

武

隈

川

「
唹
成

の
人

改
修

」

の

．
環

で

あ

る
滝

川
改

修
と

と

も
に
架

け

替

え
を

進
め

て

い
た

も
の

で
、

橋

梁
延

艮

四
ト
ニ

ｍ

、
令

幅
ａ

七

ｍ

か
ら

な
り

ま
す

．
ま

た

、

和

平
橋

は

町
道

．凡
‥
．り
お
よ

び
佐

富
士
見
橋
の
渡
り
初
め

和
平
橋
の
渡
り
初
め

久

間

川
改

修
の

た
め

．

柚
鳥

県

と

と

も
に

整
術

を

進
め

た
も

の

で

、

橋
梁

延
艮

．
．．
卜

网
ｍ
、

令

幅

は

卜
ｍ

か

ら
な

り
ま

す
．

式

で
は
Ｍ

永

町

長

が

『
地

権

行
の

力
を

は

じ
め

皆

さ
ん
の

協

力

に
よ

り
し

派
に

完

成
し

ま
し

た

』
と

あ

い
さ

つ
、

佐
藤

忠
美

議
長

や

国

・
県
、

関

係
行

の
祝

辞

に
続

き

、
町
内

会

災
や

．Ｌ
小
″

関

係
者

に
よ

リ
テ

ー

ブ
カ

ッ
ト

、

’ｒ
ど
も

さ

ん
も
交

え

て

ク
ス
ｋ

が

割
ら

れ

ま
し

た
．

．．
．代

人

婦

と

し
て

、
川

内
地

Ｋ

の

鈴
木

礼

．
ご

徳

治

・
孝

治

．．
．代
人

友

、

徳

汪
南

部

地
区

の

佐
野

巾
郎

・

守

・
勉

．．．
代
人

婦

を
先

頭
に

、

議
会

関
係

や
地

区

の
方

々
が

波

り
初

め
を

行

い
、

永
代

に

わ
た

る
橋

の
安

全

を
祈

り
ま

し

た
．

４月上旬、 入学式、入所式が行われ、真新しい 制服

の新人生が元気 に竃校し ました。 希望を胸に､新たな

るスタートで す。

入学のひとコマ



保健だより

保健櫺祉課' 保健グループ(  585 ) 2フ８;ﾖ･

や わらかいもの､ 抃い ものを好む現代人は 虫歯や歯

周病になりやすくなっています。

特 に55歳～64歳の人 の８割 以上がか かっている と

もい われる 歯周病は､ 歯の生活習慣病とい えます。 歯

周病は､ 歯の抜ける最大の原囚です。 早い 時期から 予

防 に努め ましょう。

わたしの歯みらいへつづくたからばこ

歯の衛生週間6月4日から6月10日まで

乳　児　健　診

該　 当　 児 実 施　日 受 付　時 間 会　　 場

・３か月児（平成15年３月生まれ）

・９か月児（平成14年９月生まれ）
７月24日(木) 午後１時30分～午後２眄

観月台文化センター

第１和室

対　　 象　　 者 実 施　日 実 施 畤　間 会　　 場

町内在住の乳幼児及びその保護者 ７月10日(木) 午前９眄3〕分～午前10 時 諭分
観月台文化センター

第１和室

実 施　日 対象地区 受付時間 会　 場

平成15年6 月９日(月) 藤田地区

午後１眄a}分～

午後２眄

観月台文化

センター

大研修室

平成15年6 月10日(火) 騒田地区以外

平成15年6 月17日(火) 指定なし

場　 所 受付畸間

国見町役場前 9:(X卜n:30

一心堂薬店前 13:(X)～15;(X〕

藤田小学校前 15:30～17:CX〕

場　 所 受付時間

八巻石 材工業（株）国見工墫荊 9:CX)～11 :匐

( 株)大岩爨 工 集 所 国見事篥乕励 12:CK)～13:【X)

(桟)福梁裂作所叨 14:a)～15:45

清水製作所( 測 前 16:00～17:a〕

【健診内容】☆医師の指導、身長・体重測定、調乳、離乳、予防接種などについて

〈持参するもの〉母子健康手帳を忘れずに！

二コニコ相談会

｛実施内容｝身体計測、栄養相談、子育て相談等について保健師、栄養士がお待ちしております。

〈持参するもの〉母子健康手帳を忘れずに！

ポリオ集団予防接種

【対象乳幼児】実施日 に満３ヵ 月から90月 未満までの １回もし

く は２回未投与の 乳幼児

※注意 すること …６週間以上の間隔で２回投与し ます。

（持参するもの）ポリ オの予 防接種予 診票を記入し 、母子健康

手帳と一 緒にお持ちください。

《乳幼児の予防接種について)

乳幼 児予防接種実 施医 療機関の名 称の変更 につい て

お知らせいたします。

旧 →総合保原中央病院　新→ 保原中央クリニック

※住所及び電話冊弓･につい ては 、変 史ご ざい ません

いのちを救う
愛の献血にご協力を!!

6 月 心圄 (  水 )  は 町 の 健 の固で官．

１号車

２号車

※成分献血は､検査を含め約１時間 かかり ます。

ご 協力くださる方は､あらかじめご運絡ください。



インフォメーション

募
　
集

国
見
町
職
員

大
学
卒
程
度

国
兄
町
で

は
、
平
成
十

六
年
度
職

員
採
用
候
補
者

試
験
の
受

験
者
を
次
に
よ

り
募
集
し

ま
す
。

▼
受
験

資
格
◇

一
般

事
務

【
大
学

卒
程
度
一

…

昭
和

五
十

四
年
四
月

二
日

か
ら

昭
和
五
十
七
年

四
月

一
日

ま
で
に
生
ま

れ
た
者
で
、

大
学
を
卒

業
し

た
者
又
は

平
成
十
六

年
三
月
ま
で

に

卒
業
見
込

み
の
者

▼
募

集

期
間
…
五

月
二
十
九
日

～

六
月

二
十

七
日
（
郵

送
の

場
合
は

六
月
二
十
五

日
消

印
分

ま
で
受
付
）

▼
一
次

試
験
日

…
七
月

二
十

七
日
　

（
日

）

▼
二
次
試

験
日
…
　

一
次
試
験
合
格

者
に
通
知
　

▼
試
験
方
法

…
一
次
試
験
　

は
教
養
試
験

と
大
卒
に

つ
　

い
て
は
専
門

試
験
を
実

施
。

二
次
試
験

に
つ

い
て
は

主
　

に
人
物

に
つ

い
て
の
面

接
　

及
び
作

文
に
よ
る
試
験

を
　

実
施

▼
申
込
用
紙
の

請
求
　

…
申

込
用
紙
は
総

務
課
で
　

交
付
し

ま
す
。
郵

便
で
諦
　

求

す
る
場
合
は

、
封
筒

の

表

に

『
試
験
申

込
用
紙
納

求
』
と
朱
沓
き
し

、

八
十

円

切
手
を
貼

っ
た
自
分
宛

の
封
筒
を

必
ず
同
封
す

る

こ
と

▼
申
込

方
法
・
：
◇

申

込
川
紙

に
必
嬰
叭
項
を

記

入
し

、
総
務
課

に
提
出

の

こ

と
。

◇
郵
送

に
よ

る
提

出

も
可

能
で
す

。

★
問
い
合
わ
せ

総
務
課
総
務

グ
ル

ー
プ

‥`
（
５
８
５

）
2
1
1
2

福
島
県
職
員

福
島

県
で
は
平
成
十

六

年
度
職
貝

等
採
用
候
補

者

試
験
の

受
験
者
を
次

に
よ

り
募

集
し
ま
す
。

【
大
学
卒
程

度
一

▼
受
験

資

格
…
昭
和

四
十

九
年
四

月
二
日
か
ら
昭

和
五
十
七

年
四
月
一
日

ま
で
に
生
ま

れ
た
者
。

学
歴
は
不
問
。

た
だ
し

、
職
机
に
よ
っ
て

は
免
許
や

資
格
を
有
す

る

（
見
込

み
も
可
）
こ

と
▼

受
付

期
限
・
：
五
月
三
十

日

▼
試

験
日

六
月
二
十
二

日

【
警

察
官
Ａ
】

▼
受
験
資

格

…
昭
和
四
十

九
年
四
月

二
日
以
降

に
生

ま
れ
た
者

で

、
大
学
（
短
大
は
除

く
）

を
卒
業
し

た
者
又
は
卒
業

見
込
み
の

者
▼
受
付
期
間

・：
五
月
十

九
日
～
六
月
十

日

▼
試
験
日

七
月
十
三
日

【
そ
の

他
】
短
大

・
高

校

卒

業
程
度
、
警
察
官
Ｂ

、

栄

餐
職
員
、
学

校
事
務
職

員

等
に
つ

い
て

も
採
用
試

験

が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
詳
細

に
つ
い
て
は
福

島

県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を

ご

覧
に
な

る
か
次
に
問
合

わ

せ
の
こ

と
。

★
問
い
合

わ
せ

福
島

県
人
事
委
員
会

Ｊ`
（
５

２
１
）
7
5
8
8

国
家
公
務
員

採
用
試
験

人
事
院
で

は
、
国
家
公

務
員
採
用
Ⅲ

種
試
験
（

高

校
卒
業

程
度
）
の
受
験

者

を
募
集
し

ま
す
。

【
Ⅲ
種

試
験
】

▼
受
付

期

間

…

七

月

一
口

か

ら

八

日

）
ま
で

▼
職
種

◇
行
政

◇

郵
政
◇
税
務

★
こ
の
他
に
入
岡

警
備
官

や

刑
務
官
等
の

試
験
も
実

施
さ
れ
ま
す
。

受
験
資
格

な
ど
詳
細

や
資
料
請
求

は

次
ま
で
。

★
問
い
合

わ
せ

人
嘔
院

東
北
事
務
局

第
一
一

課
｛
。
０
２

２
（
２
２
１

）
2
0
2
2

福
島
県
奨

学
生
募
集

福
島

県
で

は
、
能
力
が

あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず

経

済
的
理

由
に
よ
り
就

学
困

難
と

認
め
ら
れ

る
者

に
対

し
奨

学
金
を
貸
与
し

ま
す
。

▼
貸

与
月
額
（
無
利

子
）

◇

大
学
生
…
国
公

立
三
万

五

千
円
　

私
立

四
万

円
◇

高
校
。
高
等
専
門

学
校
生

・：
国
公
立
一
万

六
千
円

私
立
二
万
円

▼
募
集
人
貝

（
県
全
体

）
◇
大
学
生

百
二
十
人

程
度
◇
高
校

、

高
等

専
門
学
校
生
　

十

五

名

程
度
▼
募
集
期
限
：
亠（

月
三

十
日
（
必
着

）
日
本

育

英
会
な
ど
他
の

奨
学
金

と

の
併
願
は
で
き

ま
せ
ん
。

★
問
い
合
わ
せ

県
教
育
庁
教
育
指
導
領
域

奨
学
助
成
グ
ル
ー
プ

″］（
５
２
１
）
7
7
7
5

交
通
遺
児

奨
学
生
募
集

交
通
遺
児
育
英
会
は
、

保
護
者
等
が
交
辿
事
故
な

ど
で
死
亡
ま
た
は
皿
度
の

後
遺
障
害
に
よ
り
、
経
済

的
理
由
で
修
学
困
難
な
、

高
等
学
校
以
上
に
通
う
学

費
を
必
要
と
し
て
い
る
方

を
対
象
に
、
奨
学
金
を
無

利
子
で
お
貸
し
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

★
問
い
合
わ
せ

恥
交
通
辿
児
育
英
会

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
（
0
1
2
0

）
5
2
1
2
8
6

平成15年度自衛隊等募集案内

詳しくは　自衛隊福鳥地方連絡郡
6  ー19 まで連絡＜ださい

募集種目 ��資　　格 �受付期問

自

衛

富 �

一般曹愼捕学生�18廐以上24腹未満 �８
月４日～
９月10日

�蕈候補士 �は 8 歳 以 上 27瘢未満

�航空掌生 �
高卒(見込奮)以上

21蝮未満 �
８月４日～
９月10日

�番諞学生 �
高卒(見込含 ) 以上

24嫩未満 �
９月12日～10

月10日

�2等釐･海･空士�調 歳 以・27嫩未満 �
８月４日～
９月10日

学

生 �　

防衛大学校・
助衛医糾大学校�

高卒(見込含)以上
21瘻未満 �

９月12日～10
月10日
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し

あ
わ
せ

金
婚
夫
婦

福
島

県
老
人

ク
ラ
ブ
連

合
会
と
福

島
民

報
社
で
は

、

今
年
中

に
金
婚
式
を
迎

え

る
夫
婦

を
表
彰
し

ま
す
。

▼
該
当
者

…
昭
和
二
十

八

年
に
結
婚
し

た
夫
婦
、

及

び
そ
れ
以

前
に
結
婚

さ
れ

届
出
し
て

い
な
い
た
め

表

彰
を
受
賞
し

て
い
な

い
夫

婦
▼
受
付

期
限
：
亠（

月

三

十
日
ま

で
▼
申
込
方
法
・：

各
単
位

老
人
ク
ラ
ブ
又

は

町
社
会

福
祉
協
議
会

申
し

込
む
こ

と

★
問
い
合

わ
せ

国
見
町

社
会
福
祉
協

議
会

ｇ

（
５
８
５

）
3
4
0
3

地
域
づ
く
り
　
　

‘
’

サ
ポ
Ｌ
卜
事
業
の
活
用

を

福
鳥

県
で
は
、
七

つ
の

生
活
圏

ご
と
に
、
そ
の
地

域
の
特

性
を
活
か
し
た

魅

力
あ

る
地

域
づ
く
り
活
助

を
支
援
す

る
の
が

「
地
域

づ
く
リ

サ
ボ
ー
ト
事

業
」

で
す
。

自
分

た
ち
の
地
域

を
自

分
た
ち

の
力
で
良

く
し

て

い
こ

う
と
い
う
取
り

組
み

が
今

、
県
内
各
地

に
広
が

っ
て

い
ま
す
。

現

在
、
県
で
は

、
助
成

対
象

と
な
る
広
域

的
、
先

進
的

又
は
先
駆
的

な
事
業

の
募

集
を
行
っ
て

い
ま
す
。

詳
し

く
は
お
尋
ね

く
だ
さ

い
。「
助
成
額
・：
事
業
費
の

２
／

３
以
内
」

★
問
い
合
わ
せ

国

見
町
企
画
財
政

課
企
画

財
政
グ
ル
ー
プ

一`
（
５

８
５

）
2
9
2
7

お
知
ら
せ

児
童
手
当
の
　

‘

現
況
届

お
忘
れ
な
く

児
童
手
当
受
給
者
は
、

毎
年
六
月
中
に
児
童
手
当

の
現
況
届
を
提
出
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
届
け
は
、
児
童
手

当
を
引
き
続
き
受
け
る
要

件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確

認
す
る
た
め
の
も
の
で
、

届
け
が
な
い
と
、
六
月
以

降
の
手
当
支
払
が
停
止
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
下
さ
い
。

な
お
、
該
当
者
に
は
通

知
を
差
し
上
げ
ま
す
の
で

期
限
ま
で
に
捉
出
す
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

★
問
い
合
わ
せ

保
健
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー

プｇ

（
５
８
５
）
2
7
9
3

総
務
省
か
ら

電
波
利

用
保
護
旬
間

六
月
一

日
～
十
日

ま
で

は
『
電
波
利
用

保
護
旬
間
』

で
す
。

よ

り
よ

い
電
波
環
境
が

豊
か

な
情
報
社
会
を

さ
さ

え
ま

す
。
電
波
は
み

ん
な

の
も

の
だ
か
ら
、
ル

ー
ル

を
守

っ
て
正
し

く
使

い
ま

し
よ

う
。

電
波

の
混
信
・
妨
害

に
つ

い
て

の
お
問
い
合

わ
せ
は

。

総
務

省
東
北
電
気

通
信
局

監
視

課

ｇ

０
２
２

（
２
２
１

）
０

全
国
安
全
週
間

「
め
ざ
す
ゴ
ー
ル
は
危
険
ゼ
ロ
　

進
め
よ
う
職
場
の
安
全
管
理
」

産

業
界
に
お
け

る
自
主

的
な

労
働
災
害
防
止
活

助

を
推

進
し
、
広
く
一
般

の

安
全
意

識
の
高
揚
と

安
全

活
助

の
定
着
を
図

る
た
め
、

厚
生

労
働
省
で
は
毎

年
、

全
国

安
全
週
間

を
提

唱
し

て

お
り
ま
す
。「
め
ざ

す
ゴ

ー
ル

は
危
険
ゼ
ロ
　

進
め

よ

う
職
場
の
安

全
管

理
」

を

ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
六
月

を

準
備
月
間
と
し

、
七
月

一

日
か
ら
七
日

ま
で
の
本

週
間

に
向
け
て
職

場
で
の

安

全
性
点
検
、
見

直
し
を

お
願

い
し
ま
す
。

くらしの講座｣ を受講しませんか?

福鳥飛消費生活センターでは、年に５回、一般

消費者を対象に｢ くらしの講座｣ を開いています。

今年庸耋1日 目は、６月匐日(月)に開催さ れ享す。

群しくは下記のとおりです。

開催場所 福島県消費生活センター研徭葷

(目治会館内)

開催時間及び講座の内容

ｌｌＸ)～12 匐｢ ユニパーサルデザインつてなー

に？｣

購師 県民環境部県民頭境総務慵域

人権男女共生グループ 圃幸麕

13:(X)～15 『楽しい旅をするため に』

講師 全国旅行業協会専門講師

＊申し込みは､国 見町企画財政課国見蘿I企画財政

グループ、または県消費生活センターへ

(当日受付も大丈夫です｡)

＊ 本人が用意するもの 筆記用貝・昼食

お問い合わせは､国見町企画財政踝辺見酊企画財

政グループまで4  ( ) 四 27

受講生募集

県民就職支援セミナー
福鳥県で は離 職して から再竝盡 を目指す方 を対 象

に､｢県民 鈔● 支援セミ ナー｣閧催し､就職 活助 を支援

してい くこ ととしてい ます。

3日間のセミ ナーとその後のフォロー相談会により、

鉗耋 活動 のノウハウを学 んでください。

第1回　県北地域（福島市開催）概要
･対 象 者 県 内 に在 住の就 職活 動 中の方

卜集 合研 修 開 催日6 月2日(月)~４日( 水)

トフ ォ 囗 一 相談 会 開 催日7 月1 日( 火)

ﾄ場゙　　 所 福島 市民 会館

･ 応 募 方 法 電話等で5月26日まで下記に連絡ください．

( 受輿科4ま無料です.定輿25 人で多数の場合は捶i糞とな ります.)

★お陬丿合ｔyせ､申し込み

うつくしまジョプパーク 県民就薫サポートコーナー

f1 叫 ｰ  ｰ 4  れ 2



ヒナを拾わないで！！

野鳥にとって今が巣立ちのシ

ーズンです。飛ぶ力が充 分につ

いていない ’巣立ちヒ ナ“ が地

面にいるの を見 かけます。そん

な時はそっとしておいて。その

場から離れましょう。

近くに親鳥 がおり、人の手を

借りる必要はありま

せん。

日本鳥獣保護連盟

及び日本野鳥の会で

は「ヒナを拾わない

で！」キ ャンペ ーン

を実施中です。

ぼくは迷
子じゃな
い

未
就
職
の
高
校
卒

肇

一
へ

能
力
開
発
支

援
給
付

金

福
島

県
で

は
、
今
年
三

月
に
県
内

高
校
を
卒
業
し

、

就
職
が
決

ま
っ
て
い
な

い

方
を
対
象

に
、
就
職
の

た

め
の
教
育
訓

練
の
受
講

費

用
を
給
付

す
る
「
能
力

開

発
支
援

給
付

金
」
制
度

を

開
設
し

、
職
業
能
力

の
開

発
と
早

期
就
職
の
促

進
を

目
指
し

て
い
ま
す
。

給
付

額
は
指
定
教

育
訓

練
施

設
の
受
講
費
用

全
額

で
す
。

訓
練
の
修

了
（
就

職

を
理
由
と
し
た
中

止
も

含
む

）
が
要
件
で

、
受
謝

開
始

前
日
ま
で

県
へ

受
給

資
格

認
定
申
請

が
必
要
と

な

り
ま
す
。

指
定
施

設
な
ど
詳
細
は

問

い
合
せ
下

さ
い
。

★
問
い
合
わ
せ

県
庁
労
働
領
域
技
能
振
興

グ
ル
ー
プ

ｇ

（
５
２
１
）
7
3
0
0

事
業
所
の
方
へ

求
人
説
明
会

平
成
十
七
年
三
月
新
規

学
校
卒
業
者
の
求
人
申
し

込
み
の
受
け
付
け
に
つ
い

て
事
業
所
へ
の
説
明
会
を

開
き
ま
す
。

▼
場

所
・
日
時
・
：
福
島

県

文
化
セ

ン
タ
ー
・
六

月
十

七
日

（
火
）
午
後

一
時
半

か
ら

▼
内
容
…
平

成
十
六

年

三
月
新
規
学
校

卒
業
者

を
対

象
と
す

る
求
人

申
し

込

み
の
手
続
き
に

つ
い
て
、

★
問
い
合
わ
せ

福
鳥

公
共
職
業
安

定
所

一`一
（
５
３
４
）
４
1
2
1

男
女
均
等
な
職
場
を

雇
用
機
会
均
等
月
間

職
場
に
お
い
て
、
女
性

が
そ
の
能
力
を
十
分
に
発

揮
で
き
る
よ
う
雇
用
環
境

を
整
伽
す
る
こ
と
は
、
我

が
同
が
将
来
に
お
い
て
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。企

業
に
お
い
て
は
、
雇

用
管
理
の
あ
ら
ゆ
る
面
に

お
い
て

、
性
別

に
よ

る
こ

と
な
く

、
個
々
人
の
意

欲
、

能
力
、
適

正
に
基
づ

く
公

正
な
取

扱
い
を
行
な

う
と

と
も
に

、
男
女
労
働
者

の

間
に
事

実
上
生
じ
て

い
る

格
差

を
解
消
す
る
た

め
の

積
極

的
な
取
組
み

（
ポ
ジ

テ
ィ
プ

ー
ア
ク
シ
ョ

ン
）

を
進

め
る
こ
と
が
求

め
ら

れ
て

い
ま
す
。
ま

た
、
女

性
自

身
も
、
仕
事

に
積
極

的

に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し

、
能

力
発

揮
を
妨
げ
て

い
る
問

題

の
解
決
に
自
主
的

に
取

り
組

む
こ
と
が

望
ま
れ
ま

す
。詳

し
く
は
、
福
鳥

労
働

局

雇
用
均
等
室
ｇ

（
５
３

６

）
4
6
0
9

ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

仲
野
　

岩

美
j
6
6（
耕

谷
）

保
田
　

タ
ツ
ー
8
9（
東
剛
中
）

鈴
木
　

研

助
丿
9
0（
町

朿

）

佐
藤
マ
サ

イ
ー
渭
（
貝
田

）

松
浦
　

勇
一
丿
8
2（
高
城

）

松
浦
　

サ
ヨ
ー
7
8（
山
根

）

佐
藤
　

甫
j
　
9
5（
北
部

）

吉
田
　

マ
サ
ー
6
5（
貝
田

）

後
藤
　

文
秋
い
5
3（
宮
束

）

吾
妻
　

幸
吉
ご
7
7（
第
３

）

結
婚

お
め
で

と
う

誕

生

お

め

で

と

う

舟
山

仁
菜
Ｊ

‘

英

仁
丿

茂
美
ｊ
　
（
山
崎
宮
舘
）

安

彦

氣
母

‘^

誠

丿
　

恵
美
ｊ

（
板

橋
）

塚

野
　

咲
紀
ｙ
　

弘
一
丿
　

愛

子
。
‘
　（

小
林
）

渡

辺
　

冫
で

’‘
　
昌
彦
丿
　

優

子
ｊ
　
（
板
橋
）

佐

藤
　

光
ｙ
　
　

滋
丿
　
　

真

理
子
ｊ
（
石
母
田
朿
）

(  4  月 日までに.当町窓口で受付した

方で､催所を有する方を掲敍しました.)

掲載を希望されない方は 、届け出の際にお申し出下さい。

6月の心配ごと相談

S II(扣 八魯 忠一j4
驫赭 洋‾μ4

13Ⅲ匐 占佃 棯气
近● 畤･μ4

251'l(扣 菊地 甲助14
佐久問モ卩4

●場所 役場( 2 ) 齟諸家
●畤閨 乍前９畤～IE午

人口と世帯
平成15 年４月１日現在

人口11,(Ｘ》Ｏ人(  - 囲 )

‾i ‾５ 匹 ７

女5  , 709人(－２０)

出生 ８人 死亡11 人

転入45 人 転出79 人

世帯3.217 世 帯(＋1 〉

紺
野
　

英
敏
丿
　

難

波
　

久
子
ｊ
　
　
（
山
崎
沢
田
）

曵
地
　

信

二

‘
　
今
野

由
美
子
ｊ
　
　
（
本

町
）

八
巻
　

健
志
丿
　

清
野

加
菜
子
ｊ
　
　
（
山
崎
小
舘
）

村
上
　

晋
一
丿
　

草

野
　

郁
子
ｊ
　
　
（

第
８

）

菅
野
　

浩
丿
　
　

粛

藤
　

有
香
ｊ
　
　
（

駅
前
）

すりかみ浄水場
一般公開

国見町 をはじめ県北地方ｌ市11町へ、

水の供給を進めている､福鳥地方水道用

水供給企業団では｡すりかみ浄水鳩の竣

工に伴い､次により施設を公開し ます。

日　時　　７月４日(金)～６日(日)

の３日間

午前９時～午後３時

場　所　 福島市飯坂頤 詔 の上地内

｢すりかみ浄水場｣

問い合せ先　福島地方水道用水供給

企業団

7?541  ー41 凹



生涯学習
つうしん

国見町教育委員会生涯学習課
(観月台文化センター)

( 585 ) % 76 FAX ( 585 ) 2707

観月 台文化 センター

開 館10 周 年 記 念

写生大会

観

月
台

文
化

セ

ン
タ

ー
は

、

福
祉

と
文

化
と

生
涯

学
叨
‥
の

活

動

拠

点
と

し
て
ｆ

成
六
年

に

開

館
し

て
、

ち
ょ

う

ど
区
切

り

の

卜
年

目
を

迎

え
ま

す
。

そ

こ
で

、
町

民

に
親
し

ま

れ

て
き

た
姿

を

絵
筆

に
託
し

描

く

写
生

大
会

を

五
月

十
一
日

に

行

い
ま

し
た

。
石

原

晃
雲
先

生

の

指
導

の

も
と

、
五

卜
六

名

の
参

加
者

は

、
セ

ン

タ
ー
の

外
観

や

新

緑
の

公
園

な
ど

を
水

彩
絵
只

や

ク
レ

ヨ
ン

な
ど

で
思

い

思

い

に

白

い
画

用

紙

に
描
き

匕

げ
る

こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

作
品

は
、

五
月

下
句

の

審
査

会

で
入

賞
者

を

決
定
し

て

、
六

月
卜
‥句
に
観
月
台
文
化
セ
ン
タ

ー
の
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
に
お
い

て
全
部
の
作
品
を

。
週
間
、
腹

示
す
る
「
Ｐ
定
で
す
。
人
賞
作
品

に
つ
い
て
は
、
ト

ー
月
の
文
化

祭
に
お
い
て
も
艇
小
い
た
し
ま

す
。

少
年
仲
間
づ
く
り
開
講

少
年
仲
間
づ
く
り
の
開
講
式

は
、
瓦
月
ト

ー
日
に
町
民
体
青

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
内
の

四
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
の
児

竜
を
対
象
に
「
学
校
や
学
年
を

異
に
す
る
仲
間
が
共
に
学
習
し
、

相
瓦
に
尊
敬
や
思
い
や
り
の
心

を
青

て

、
心

身
と

も
に

健
令

な

少
年

を
育

成

す

る
」
を

目
的

に

実
施

す

る
も

の
で

す
。

式

に
は

、

児
吹

三

卜

。一
。名

が
出
席

し

、
堀

江

通
藤

川
小

学
校

長

か
ら

励
ま

し

の
言

葉
を

い

た
だ
き

ま
し

た
。

式

終
了

後
は

、

引
き

続
き

観
月

台

文
化

セ
ン

タ

ー
開

館
ｔ

周
年

記

念
写

生
大

会

に
参

加
し

ま
し

た

。

赤ちゃんと絵本の

活動が始まりました

が

む

や

大
　

３

母

伝

し

ク

育
で

が
　

児

お

を

ま

ル

を

か

問
　

四

と

い

め

ミ

心

な

時
　

３

ん

会

始

に

の

の

う
　

ぐ

や

出

り

艮

ん

さ

ら
　

診

５

の

よ

成

や

か

も

。
健

赤

と

月

の

恣

温

て
一一一

児

に

本

４

体

赤

の

け

Ｉ

乳

ん

絵

年

の

こ

こ

掛

乙

七`

さ

な

今

ん

引

っ

り

れ
η

母

敵

を

や

よ

抱

語

わ

室

お

葉

助

ち

な

に

く

い

書

た

に

活

赤

要

め

し

と

図

釆

ん

る

。

必

た

さ

切
　

に

さ

え

た

行事のお知らせ
く にみ女性 教室( スポーツ)
移動図婁館( 森江野)

移動図婁館(藤田2)

子育て教室(ファミリー活動)
移動図黻館(藤田3)

くにみ女性教室( スポーツ)
くにみ女性教室

(絵手紙グループ)
成人学級研修

阿津賀志学級研修

休館日

子 育て教室（端午の節句）
阿津賀志学級（畢仕活動）

くにみ女性教室（ スポーツ）
阿津 賀志学級（和紙工芸）

阿津賀志学級（料理）

くにみ女性教室
（絵手紙グループ ）
阿津 賀志 学級（和紙工芸）

くにみ 女性教室

阿津 賀志 学級 （和紙工芸）
合同 学習（スポーツ民踊）

少年仲問づくり
（レクリエーション）

阿 津賀志学級 （書道）
阿 津賀志学級 （陶芸）

くに み女性教室

（絵手紙グループ）
子育て教室

（みんなで遊ぼう）

阿 津賀志学級 （和紙工芸）

阿 津賀志学級
（草花を育てよう）

成人 学級（環境を考える）



成
人
学
級
開
講
式

成

人

学
級

は
、

五
月

九
日

に

男
性

八
名
、
女

性

四
十

二
名

の

計

瓦
卜

名
で

開
講

し
ま

し

た
。

年
卜

四

川
の

学
習

を
計
両

し

て

お

り
、
兄

学

学
習

や
健

康

・
体

力

づ
く

り
、

趣
味

の
マ

ジ

ッ
ク

教

室
な

ど
多

彩

な
内
容

を

辿
じ

て

、
学

級
生

が
自

１
性

を

高
め

咥

い
に

親
雌

を
深

め

る
こ

と

を

口

指
し

ま
す

。

開
講

式
終

了

後
は

、「
生

涯
学

習

の
進

め
方

」

と
題
し

て

元
藤

川

小
学

校
艮

大

槻
太
様

よ

り
講

話
を

聴
き

ま
し

た
。
『
「
生
涯

学

習
」

と
は

、
自

分

で

。
生
涯

に

わ
た
っ
て
学
ぶ
こ
と
で
あ
り
。

健
康
で
災
生
き
す
る
た
め
に
学

ぶ
も
の
で
す
。
だ
れ
で
も
・
い

つ
で
も
・
ど
こ
で

も
楽
し
く
継

続
し

て
学

ぶ
こ
と

が
大
切
で

す
ご
と
い
う
内
容
で
し
た
。
成

人
学
級
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
、

学
級
乍

。
人
一
人

が
生
汎
学
習

の
必
要
性
と
め
あ
て
を
確
認
で

き
て
有
意
義
な
開
講
式
に
な
り

ま
し
た
。

観月台文化情報

平成15年皮少年劇場

ふ たりのイーダ

原作 松谷みよ子

６ 月２８日( 土)

午 前 １０：３０～

入 場 無 料

陶い 合わせ●●・ 慘盞字雪皿(  585 )  2676

子
育
て
教
室
開
講
式

子
青
て
教
室
の
開
講
式
は
、

五
月

八
日
に
教
室
乍
親
子
と
保

育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
出
席

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
公
民
館
長
よ
り

乳
幼
児
期
に
お
け
る
家
庭
教
育

の
大
切
さ
と
子
育
て
教
室
の
ね

ら
い
、
お
け
さ
ん
た
ち
へ
の
期

待
を
含
め
た
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。
次
に
教
室
生
を
代
表
し
て

久
保
田
伊
匪
さ
ん
か
ら
「
子
育

て
教
室
で
み
ん
な
と
学
び
、
楽

し
く
交
流
し
な
が
ら
親
子
共
に

成
艮

で
き
る
よ

う
頑
張

り
た

い
」
と
の
力
強
い
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

開
講
式
終
了
後
に
は
。
人
形

劇
サ
ー
ク
ル
エ
プ
ロ
ン
の
会
の

皆

さ

ん
の

協
力

で

楽
し

く
過

ご

し

ま
し

た

。

今

年
も

‥
。共

に

学
び

、
共

に

育

ち

介
う

場
い

を

め
ざ

し
て

楽

し

く
活
助

し
て

い

き
た

い
と

思

い
ま

す
。

″
｀
ｆ
「
民

話

と

遊

び

の

会

」

第
二
土
昭
日

第
一
和
室
に
て

午
前
九
時
半
～
午
前
十
一
時

問
い

合
わ
せ
・：
国
見
民
謡
の

会
・

内
池

ま
で

ス
ポ
ー
ツ

参加者募集
スポーツテスト

自分の体力を知５て､健康づくり

日　眄　 ７月13日(日)午前９畤から‥､65才以上の部

午後 １眄から‥･20才～64才の部

内 容65 才以上の部･･･握力測定、上体起こし、前屈、

片足立ち、10m 陣害物歩行、

６分間歩行

20才～64才の部…握力測定、上体起こし、反復槇

とび、前屈、立ち幅跳び、シャ
トルラン

場 所　観月台文化センター体育館

対　象 国見IJ在住又は在勤の方

定 員　それぞれ30人ずつ

参加料　無料

申込み　 ７月IEﾖ まで生涯学習課へ( 電話での申込可)

町民ハイキング

自然に親しみながらストレス解消

日　時　６月29日(日) 午前８眄
観月台文化センター出発　　　　

｀●

場 所　半田山

(藤田駅から桑折駅まで電車。桑折駅

から半田山までは徒歩)

対　象　国見町在住又は在勤の方

定　員　30人

参加料　500 円（電車賃含む）

申込み　６月３日から13日まで､‘

生涯 学習 課へ 。

(電 話で の申 込可 。

申込 多数 の場 合は

抽 選)



国見ニュータウン

1
0
0
区
画
分
譲
を
達
成

平
成
十
一
年
度
に

一
六
二
区
画
の
分
譲
開
始
以
来
、

毎
年
着
実
に

販
売
を
進
め
、
既
に

Ｉ
〇
〇
区

画
の

分
譲
を
達
成
し
ま
し
た
。
厳
し
い
経
済
状
況
の

も
と
、

緩
や
か
な
が
ら
着
実
な
る
前
進
が
図
ら
れ
て
い
る

の
は
、
国
見
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の

恵
ま
れ
た
環
境
と

安
心
に
よ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
既
に
七
十

世

帯

、
二
百
五

十
人
を

超
え

る
方

が
居
住

さ
れ
、

半
数
以
上
が
国
見
に
移
り
住
ま
れ
た
方
で
、
人
口

流
入
・
定
住
化
構
想
も
前
進
し
て
お
り
ま
す
。

「
国
見
町
が
国
土
交

通
省
の
補
助
の

も
と

、
し

っ
か
り
造
っ
た
も
の
だ
か
ら
、
安
心
さ
ら
に
格
安
」

こ
の
こ

と
を
大
切
に
、
既
に
入
居
さ
れ
て
い

る
方

を
は
じ
め
多
く
の
皆
様
に
信

頼
・
支
援
さ
れ
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

残り62区画分譲中

着
実
な
る
前
進

安
心
の
分
譲
地

１００区画 分譲により 、現在６２区画を 分譲して

おり 、先着順に要望区 画が選択でき ます。建築期

間の 制限は無く、将来 予定さ れる子 供さ ん等のた

め にも 購入いた だけ ます。この機 会に是非現地を

ご覧ください。

詳細は下記へお問い合せください。現 地案内も

随時行っておりますので、お気軽に連絡ください。

支払条件大幅緩和
契約時に１割、残りは ３年以内の分割納入が

可能に!

借り入れによる一括支払の場合は ３年間の利

子補給制度新設（１千万円を限 度に、２％に

ついて３年間利子補給）

おすすめポイント
ポイ ン ト ①

国見町がしっかり支援

ニュータウン分譲斡旋

奨励金支援事業として

分譲斡旋を頂いた場合。

１区画あたり30 万円が

支給さ れます。

ポ イン トg:

建てると有利

ＵＩタ ーン者建築推奨

事業として土地家屋に

関わる固定資産税１ヵ

年分が交付されます。

お申込み・お問い合わせ

国見町企画財政課
585-2927

小
さ
な
天
才
た
ち

に
じ
の

世
界

藤
田
小

六
年
一
組

沼
田
愛
久
美

野
原
の

う

さ
ぎ
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田
小

六
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小
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小
沼

降
平

お
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が
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た
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ペ

ン

ち

ゃ
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は
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ペ
コ
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藤
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小

六
年
二
耜

中
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撼
萸

編
集

発
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国
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